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令和３年１０月２８日 
オンライン会議記録 

第１８回体の動きを高める運動領域部会記録 
 

参加者 河野 古川 岡田 畠中 山本 藤原 藤井 坪根 大川 
常任理事 佐々木校長 高草木校長 
指導主事 森田指導主事 
 
１ 佐々木常任理事より 
  実証授業が間近に迫っておりますが、教師の働きかけや言葉かけが主体的・対話的で深い学びにど
うつながっていくのか最後詰めていくところだと思います。頑張りましょう。 

   
２ 学習過程の確認 
（１）追加点について（実態調査） 
   Googleフォームを活用して、実態調査を実施した。 
   「何のために体の動きを高めますか？」という質問に対して、２割が「分からない」、「５年生の体 
の動きを高める運動では、どのようなことを学習しましたか？」３割が「よく覚えていない」と回答 
し、また、６割が「長なわ、短なわ」を経験した運動で回答している。 

 
（２）学習過程について 
①子供たちが自ら学習課題を見いだし、学んだことを修正・活用することができるように、簡単な見通
しを３時間分立てて取り組める学習過程。 
②「計画」を「簡単な見通し」に変更。 
③教師の働きかけについて、今日は検討したい。 
④「第０時」は「単元に入る前に」に変更。 
⑤「Googleフォーム」は「オンラインアンケート」に変更。 
⑥「ロードマップの作成」＝学級全体の活動「学習カードを記入することも含む」 
⑦学習カード活用について、詳しく説明するページはない。→学習カードの活用の仕方を入れる。 
⑧運第１時については、運動が終わった後に、整理運動を行う。 
 

（３）教師の働きかけ（岡田案） 
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①子供の問いが上に置いて、教師の働きかけを下に示す方が、子供主体の意図が伝わるのではないか。 
（４）教師の働きかけ（山本案） 

  ①単元の序盤・中盤・中盤の  
   教師のかかわりと、学習課   

題１・２・３への働きかけ  
を両方載せると、一般化を 
図る際に難しいと考え、シ 
ンプルに作成した。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）教師の働きかけについて 
 ①教師がどの場面で、どのようなかかわりをしていくのかを明確にしていく。 
 ②シンプルに示すか、具体的に示すか整えた方がよい。 
 ③子供の問いは「山本案」、教師の働きかけは「岡田案」を採用する方向で考える。 
 ④書式は「山本案」を採用。 
 ④活用してもらいやすいことを考え、一般化を踏まえた資料の作成を進める。 
 ⑤「岡田案」の資料は残しておく。 
 ⑥子供の問いは、モクモク（テキストボックス）で示す。 
 ⑦働きかけは、言葉かけではなく他の働きかけも含まれると考える。 
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 ⑧中盤に子供の「どうしたらいいかな？」に対しての、教師の言葉掛けについては、「掲示物や資料を
見てみよう」に変更。 

 ⑨終盤の「どうすれば高まるかな？」については、高まりの実感を気付かせる問い返し、 
 ⑩友達とのかかわりの中で、高まりの実感をしていく視点で気付かせていく言葉かけも必要ではない  
か。 

 ⑪「高まりの実感」を「高め方」の一つと考える。 
 ⑫「どうすれば高まるかな」→「自分の動きは高まっているのかな」 
 ⑬５年生で高まりの実感は、学んでいるので「自分の動きは高まっているのかな」 
  →「はじめの動きと比べてどうかな」、 
 ⑭「岡田案」の教師のはたらきかけを、場面ごとに分けて学習過程に入れ込む。（担当：岡田） 
教師の働きかけも「山本案」「岡田案」をミックスして作成（担当：岡田） 

 
３ 本時案の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）ロードマップの例を入れるかどうか？ 
（２）「できた」「できない」で判断して、働きかけを考えていく 
（３）活用・修正できない子供への働きかけ 
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   「○○を見てみよう」などの具体的な働き掛けが必要なのか？ 
（４）より自分に合った見通しになっているか問い返す 
（５）表記の仕方 
 ①教師の働きかけの表記は、活用編と修正編に分けて整理すると見やすくなる。 
 ②子供が変容している中で、教師がどのように働きけていくかを見やすくしていく方向でよいと思う。 
 ③１番と２番は逆なのではないか？ 
  →前時の振り返り（ロードマップの確認）があって、学習課題を確認する。 
 ④評価について、前半は（観察・発言）、後半は（学習カード）で見取る。 
 ⑤一人一人学習課題が異なるが、学級全体で供する必要があるかどうか。 
  共通課題はなしにして、「一人一人の学習課題を確認してね」にする。 
 ⑥〇教師の働きかけ、◎配慮児童への支援の表記を見やすくする。 
 ⑦子供と教師の言葉の整理が必要。問いと捉えるのか、反応と捉えるのか？ 
 ⑧「自分に合った見通しだったかな」は１時間の見通しなのか？３時間の見通しなのか？ 
  →「自分に合った運動だったかな？」「自分に合った学習課題だったかな？」「自分に合った運動だっ

たかな？」というような言葉かけに変えていく。 
 ⑨「○○させる」の表記は「○○のように促す」に変更していく。 
 ⑩言葉にこだわって、授業を展開していく。 
 ⑪活動の表記は、「○○をする」と表記する。「学習内容」と「学習活動」で表記の仕方は異なる。 
「内容」は「体言止め」。 

 ⑫児童のイラストは変える。 
 ⑬片付けの働きかけは、「学習に必要な物や用具の準備などで、役割を果たせるように言葉をかける」
にする。 

 
４ 各資料の確認 
（１）アプリの資料を説明する資料を学習資料として、指導案に入れる。（担当：山本チーム） 
 
５ 畠中教諭の確認 
（１）プロモーションムービーが使いやすい、場の準備にも生かせた。 
（２）体の柔らかさを高める運動の場は、平場なので場も工夫が必要。ゴムを使ってくもの巣をつくるな

どの工夫が必要。一人でも、取り組める運動の場を設定していく。 
（３）エアロビは、ループで流していく。 
（４）運動アプリは、行い方を把握する資料として子供は活用している。 
（５）ロードマップ、問いマップ、学習課題の設定は時間的に難しい。学習課題の設定は第２時へ。 
（６）アンケート結果は、第１時の学習で生かせる。 
（７）ロードマップで問い、課題、結果（実感）をセットに子供たちと共有できるとよいのではないか。 
  →ロードマップの課題は、本時の取組の中で振り返させるのか？ 
  →６年生では、よい取り組みを紹介することで、個人の学びを共有できるようにしていく。 
（８）子供と運動との出会いはよかった。 
（９）運動例資料は大きく印刷して、体育館に掲示して子供たちが運動の行い方を共有する資料として

活用していく。 
（10）第 2時から自分の学習課題を意識して取り組む子供も現れた。 
（11）タブレットは運動中見ない。教師が意図的に指示を出さない限り見ない。必ず使わなければいけな

いということではなく、使っている姿を価値付けていく。 
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６ 河野部長より 
（１）今後の予定 
 ①美越指導主事に指導をいただく 
 ②畠中先生から随時授業の様子を受けて、連絡を取り合う 
 ③会場準備について 
 ④資料の送付について 
 
７ 常任理事・先生方より 
  いよいよ、授業のかたちが見えてきたが、子供の実態を踏まえて指導内容を変更していくことも必
要になる。 

  部会以外の先生以外の先生方からご意見をいただく機会は貴重であるので、今度の研究に生かして
いきたい。 

   


